
　
鹿
児
島
市
中
心
部
か
ら
フ
ェ
リ

ー
で
五
十
五
分
。
活
火
山
・
桜
島

を
仰
ぎ
な
が
ら
、
三
月
下
旬
、

垂
水
市
ス
ロ
ー
万
九
千
人
）
を

訪
ね
た
。

　
財
政
難
に
苦
し
ん
で
い
る
。
平

成
の
大
合
併
か
ら
も
外
れ
、
始
ま

っ
て
い
る
の
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
。

持
続
可
能
な
自
治
体
を
模
索
し
て

い
る
の
だ
。

　
昨
年
六
月
か
ら
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
研

究
す
る
助
教
授
小
栗
有
子
回
四
）
ら

鹿
児
島
大
教
官
を
講
師
と
し
て
招

き
、
環
境
や
鹿
柴
、
教
育
な
ど
を

テ
ー
マ
に
市
民
が
地
域
の
課
題
を

掘
り
下
げ
る
講
座
が
始
ま
っ
た
。

今
春
か
ら
は
、
市
内
の
同
大
演
習

林
と
廃
校
を
活
用
し
た
自
然
体
験

の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
学
校
開
設
準
備
や
防

災
マ
ッ
プ
作
り
な
ど
具
体
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
動
き
だ
し
て
い

る
。

資
源
を
生
か
す

菅

に

　｀ゝ

市
長
の
水
辺
順
こ
八
六
）
は

　
二
年
前
、
周
辺
市
町
と
進
め
て

い
た
合
併
協
議
会
か
ら
、
ひ
っ
迫

し
た
財
政
問
題
を
理
由
に
離
脱
さ

甘
り
れ
た
。

　
予
算
の
自
主
財
源
比
率
は
2
0
％

強
。
四
割
以
上
を
占
め
る
地
方
交

付
税
が
国
の
五
位
一
体
改
革
で
削

減
さ
れ
、
基
金
の
取
り
崩
し
を
始

め
て
い
た
。
合
併
し
な
い
場
合
、

周
辺
市
町
の
中
で
最
も
早
く
基
金

が
底
を
つ
き
、
歳
入
誠
に
陥
る
推

計
も
出
て
い
た
。

　
市
長
の
給
料
蓼
男
ッ
ト
を
は

じ
め
、
職
員
給
与
の
削
減
や
定
員

の
見
直
し
、
施
設
の
民
間
委
託
な

ど
、
行
財
政
改
革
を
断
行
し
た
。

し
か
し
、
人
口
は
減
り
続
け
、
高

齢
化
率
は
3
0
％
超
。
展
望
が
見

え
な
い
中
、
水
迫
は
昨
年
一
月
、

小
栗
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
構
想
と
出
合
っ

た
。
そ
れ
が
縁
で
、
小
栗
は
同

市
を
フ
ィ
ー
ー
ル
ド
に
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
を
始

め
た
。

　
　
「
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
り
、
戦
略

的
に
お
金
を
使
っ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」
。
市
役
所

で
開
か
れ
た
財
政
講
座
で
、
小
栗

は
職
員
に
語
り
か
け
た
。
こ
う
し

た
勉
強
会
も
積
極
的
に
開
か
れ
る

よ
う
に
な
り
、
こ
の
日
の
議
論
は
、　「垂ﾌ沁にi牙1ザ【まＥＳＤｶく分Z?る。そんなj池丿或づ

くりを支援したい】。小栗助教授（首）の熱い

居1いをI聴くﾌki白市長

人
口
減
が
止
ま
ら
な
い
原
因
へ

と
及
ん
で
い
っ
た
。

　
働
く
場
所
が
な
い
。
遊
ぶ
場

所
が
な
い
。
フ
ェ
リ
ー
が
不
便
。

桜
島
の
降
灰
が
若
者
の
定
住
を

妨
げ
て
い
る
。

　
問
題
点
ば
か
り
が
並
べ
ら
れ

た
後
、
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
「
道

の
駅
」
担
当
者
が
「
手
前
み
そ

や
け
ど
」
と
話
し
始
め
た
。
「
こ

れ
ま
で
に
七
十
人
の
雇
用
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
自
然
を
生
か
し

た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し

て
、
も
っ
と
″
外
界
を
稼
ぎ

た
い
」

　
小
栗
が
続
け
た
。
「
フ
ェ
リ

ー
に
乗
る
楽
し
み
も
あ
る
し
、

垂
水
で
し
か
で
き
な
い
遊
び
も

あ
る
は
ず
で
す
。
地
域
に
あ
る

資
源
を
生
か
す
こ
と
か
ら
考
え

ま
し
ょ
う
」

　
　
新
総
合
計
画

　
本
年
度
、
水
迫
市
長
は
「
Ｅ
Ｓ

生
き
残
る
た
め
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ

を
行
い
、
そ
れ
を
基
に
、
来
年

度
は
新
総
合
計
画
策
定
を
目
指

す
。

　
　
「
前
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

丸
投
げ
や
っ
た
け
ど
、
今
回
は

違
う
よ
」
と
企
画
課
長
の
迫
田

裕
司
（
唐
）
。
住
民
参
加
で
市
内

九
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
計
画
を
作

り
、
積
み
上
げ
て
い
く
予
定
だ
。

　
示
栗
先
生
た
ち
が
お
る
し
、

何
と
か
な
る
で
し
ょ
」
。
迫
田

の
余
裕
に
は
も
亘
つ
理
由
が

あ
っ
た
。

　
　
「
ご
み
の
二
十
八
分
羽
化
」
。

迫
田
は
○
二
年
、
焼
却
炉
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
問
題
を
機
に
、
短

期
間
で
実
現
さ
せ
た
経
験
を
持

つ
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
り
、

町
内
会
単
位
の
学
習
会
を
重
ね

た
こ
と
が
、
ご
み
の
減
量
や
経

費
削
減
に
つ
な
が
っ
た
。
今
で

は
分
別
が
市
民
の
自
慢
だ
。

　
　
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
市
民
を
レ
ペ
ル

ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
な
ん
よ
。

総
合
計
画
も
、
垂
水
の
再
建
も

い
け
る
と
思
う
」
。
迫
田
は
笑

み
を
浮
か
べ
た
。
（
敬
称
略
）
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